
令和５（2023）年令和５（2023）年第812号広報あやべ
出水期に備えを
スローライフ・フォーラム㏌綾部
性の多様性について考えよう
マイナンバーカード申請で
クオカードをプレゼント
あやべ水無月まつり
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バラの香りに包まれて
　綾部バラ園で春のバラまつりが5月13日に開催。咲き誇る
150種・1200本のバラが、子ども連れなど多くの観光客を
迎えています。青野町のあやべグンゼスクエアで―。
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６
月
か
ら
10
月
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
で
川
が
増
水
し

や
す
い
出
水
期
で
す
。
河
川
の
氾
濫
や
低
い
土
地
で
の
浸
水
、

土
砂
災
害
等
が
発
生
す
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、避
難
方
法
、家
庭
で
の
備
蓄
、

災
害
時
の
情
報
収
集
な
ど
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

発
表
さ
れ
避
難
所
の
開
設
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
を
待
た

ず
避
難
者
の
受
け
入
れ
を
実
施
。
市
の

職
員
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

指
定
管
理
者
（
施
設
の
管
理
者
）
が
避

難
者
を
受
け
入
れ
ま
す
。
な
お
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
受
け
入
れ
は
、
平
日
の

公
民
館
等
開
館
時
間
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
は
「
全
員
避

難
」
で
す
。
危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
、

直
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
情

報
が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
危
険

を
感
じ
る
と
き
は
、
自
ら
の
判
断
で
早

め
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
入
手
手
段
は
複
数
確
保
し
よ
う

　
災
害
の
危
険
が
あ
る
と
き
や
災
害
発

生
時
に
は
、
正
し
い
情
報
を
入
手
す
る

こ
と
が
安
全
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
は
▽
防
災
行
政
無
線
▽
Ｆ
Ｍ
い
か
る

（
防
災
ラ
ジ
オ
）▽
あ
や
べ
ー
る
▽
地
域

メ
ル
マ
ガ
▽
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ

ア
メ
ー
ル
）▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
▽
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
▽
ラ
イ
フ
ビ

ジ
ョ
ン
▽
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
ア
プ
リ

―

な
ど
で
、
避
難
情
報
等
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
状
況
に
よ
っ

て
、
利
用
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
情
報
入
手
手
段
は
、

複
数
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　下記以外にも、自治会が開設する自主避難所があります。場所や
開設のタイミングは自治会に確認してください。

いつでも持ち出せるように、普段から
準備しておきましょう。

食料品　飲料水、乾パン、クラッカー、レト
ルト食品、缶詰、離乳食など

医薬品　救急医薬品、常備薬、マスク、介護
用品、生理用品など

貴重品　現金、預金通帳、印鑑、健康保険証、
身分証明書、マイナンバーカードな
ど

衣　類　下着、タオル、寝袋など
日用品　懐中電灯、ラジオ、電池、ティッシュ、

歯ブラシ、筆記用具など
その他　体温計、雨具、

軍手、靴
　　　　など

非常持ち出し品非常持ち出し品

※保健福祉センターは、一般の避難所での生活が困難な人の
　ための福祉避難所として開設します。

〝
も
し
も
〞
の
た
め
に

出
水
期
に
備
え
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
を

　
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
地

域
の
災
害
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
浸
水
や
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

恐
れ
の
あ
る
場
所
は
、
あ
ら
か
じ
め
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ッ
プ
に
は
、
洪
水
が
起
こ
っ
た
と
き

の
浸
水
の
深
さ
も
示
し
て
い
ま
す
。
平

時
か
ら
危
険
な
場
所
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、注
意
す
べ
き
災
害
の
種
類
を
知
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
マ
ッ
プ
に
は
避
難
所
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
災
害
の
危
険
性
が
あ
る

と
き
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
こ
に
逃

げ
る
か
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
全
戸
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
・
危

機
管
理
課
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

避
難
所
の
開
設
を
迅
速
化

　
市
は
、
避
難
情
報
の
警
戒
レ
ベ
ル
３

「
高
齢
者
等
避
難
」
発
令
時
に
、
市
内
29

カ
所
の
避
難
所
＝
３
面
＝
を
開
設
し
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
各
地
区
の
公
民
館
と

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
た
13
の

施
設
は
本
年
度
か
ら
、
大
雨
警
報
等
が

平成30年7月豪雨では土砂崩れにより３名の命が
奪われました

市は５月31日、防災関係機関と土砂災害
などの危険箇所を点検する防災パトロー
ルを行いました

ハザードマップの閲覧、
メールなどの登録は
こちらから

ハザードマップ

あやべーる
（メールマガジン）

Ｙａｈｏｏ！
防災速報

ＬＩＮＥ

（記事ＩＤ２６）

（記事ＩＤ７４７）

（記事ＩＤ７３５）

警戒レベル３発令時に開設する避難所一覧

施設名 電　話 施設名 電　話
綾部小学校
綾部中学校
宮代コミュニティセンター
綾部会館
中筋小学校
豊里中学校
物部小学校
何北中学校
物部会館
志賀小学校
吉美小学校
西八田小学校
東八田小学校
八田中学校
東綾小・中学校
上林小・中学校

42-0290
42-0292
42-9845
42-8565
42-0294
47-0020
49-0025
49-0002
49-0094
49-0207
42-0295
44-0145
44-0004
44-0024
46-0033
54-0001

市民センター（あやべ・日東精工アリーナ）
中筋公民館（ふれあいセンター）
豊里公民館（豊里コミュニティセンター）
物部公民館（営農指導センター）
志賀郷公民館
吉美公民館（農業振興センター）
西八田公民館（農村婦人の家）
東八田公民館
山家公民館（基幹集落センター）
口上林公民館（健康ファミリーセンター）
中上林公民館（観光センター）
奥上林公民館（林業者等健康管理センター）
保健福祉センター※

42-1320
42-9399
47-0150
49-0001
49-0201
42-6772
44-1124
44-1188
46-0345
45-1821
54-0002
55-0001
42-0111

令和５年度
市自主防災組織等

ネットワーク会議研修会

防災トピッ
クス

　同会は５月10日、里町の中央公民館で研
修会を開催。高津町自治会長の朝倉正道さん
が、コミュニティタイムラインの作成につい
て報告しました。また、京都大学防災研究所
教授の矢守克也さんによる講演では、過去の
災害での事例を交えて、避難時の判断基準を
あらかじめ決めておく「避難スイッチ」を学
びました。
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と
で
、
欲
求
が
満
た
さ
れ
、
人
間
は
豊

か
さ
や
幸
福
を
実
感
す
る
。
社
会
や
自

然
が
変
動
を
き
た
し
て
私
た
ち
は
大
変

な
時
代
に
生
き
て
い
る
。
今
こ
そ
、
人

と
人
、
人
と
自
然
が
結
び
つ
く
社
会
に

切
り
替
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
な

ど
と
語
り
ま
し
た
。

「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」に
つ
い
て
語
り
合
う

　午
前
中
の
分
科
会
の
発
表
を
踏
ま

え
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
学
会
会
長
の
増
田

寛
也
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

り
、「
あ
ら
た
め
て
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
！
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
間
は
素
晴
ら
し
い

　神
野
さ
ん
は
「
人
間
賛
歌
」
と
題
し

て
基
調
講
演
。「
人
が
人
と
調
和
し
た

り
、
人
が
自
然
と
調
和
し
た
り
す
る
こ

　
府
、
市
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
学
会
な
ど
で
構
成
す
る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
㏌

綾
部
実
行
委
員
会
（
委
員
長
、
山
崎
善
也
・
綾
部
市
長
）
は
５
月
21
日
、
里
町
の
市
中

央
公
民
館
と
府
中
丹
文
化
会
館
で
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
㏌
綾
部
」
を
開
催
。

参
加
者
約
４
８
０
人
が
、
効
率
重
視
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
多
様
に
、
そ
し
て
「
緩
急

自
在
」
に
生
き
る
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
㏌
綾
部

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
㏌
綾
部

　前日の20日、スローライフ学会の皆さん
が、グンゼ記念館（青野町）や綾部バラ園
（同）、水源の里・老富のシャガ群生地を視
察されました。水源の里・老富では、トチ餅
のぜんざいを味わいました。

　西
脇
隆
俊
知
事
は
「
府
総
合
計
画
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
『
あ
た
た
か
い
京
都
』。

ま
さ
に
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
テ
ー
マ
で

あ
る
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
や
絆
を
改

め
て
認
識
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　山
崎
市
長
は
「
ど
ん
な
施
策
も
市
民

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
と
感
じ
ら
れ
て
こ

そ
」
と
言
い
、
今
直
面
し
て
い
る
課
題

と
そ
の
対
策
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
、
移

住
定
住
施
策
、
水
源
の
里
事
業
な
ど
を

説
明
。

　明
治
大
学
の
小
田
切
徳
美
教
授
は

「
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
が
ワ
イ
ワ

イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
し
て
い
る
地
域
『
に
ぎ

や
か
な
過
疎
』
は
人
が
人
を
呼
ん
で
い

る
」
と
解
説
し
ま
し
た
。

　ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
学
会
副
会
長
の
中
村

桂
子
さ
ん
は
「
東
京
の
電
車
の
中
で
毎

日
見
る
顔
と
全
く
違
っ
て
、
綾
部
で
は

人
間
性
が
に
じ
み
出
す
よ
う
な
顔
に
出

会
っ
た
。
こ
れ
は
水
源
の
里
の
取
り
組

み
な
ど
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
自

信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
評
価
。

　増
田
さ
ん
は
「
昨
日
の
視
察
で
、
綾

部
は
あ
た
た
か
さ
が
溢
れ
て
い
る
地
域

だ
と
実
感
し
た
。
綾
部
の
優
し
さ
や
本

質
は
残
し
な
が
ら
、
緩
急
自
在
に
環
境

の
変
化
に
合
わ
せ
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
に

結
び
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

東京大学名誉教授・スローライフ学会学長
神野直彦さん

　参加者は、農的暮らし、半農半Ｘ
などについて、語り合いました。芸
術系の大学院生は「叔父が作る綾部
のお米は、一粒がとても大事なもの
だと感じるほど。都会に住む私でも
農に関わる方法がないのかいつも考
えている」と意見があり、塩見さん
は「今学んでいるアートやデザイン
を、農業や食の世界に生かすことが
できる」とアドバイスしました。

　水源の里の関係者が多く、各集落
での取り組みやコミュニティ、地域
おこしなどについて意見交換。参加
者は「いろんな地域でいろんな人が
当事者意識で議論して、失敗したり
悩んだりしている。成功したものも
含めて、地域間でどんどん交流して
いける仕組みがあったら良いのでは
ないか」など議論しました。

　議論の中で「コミュニケーション
を図る方法は大きく変わってきてい
る。ＳＮＳでの付き合いと対面で会う
のでは質がかなり違うのではないか」
という意見が出ました。筒井さんは
「コミュニティは希薄になってきてい
る。それを再構築することで、多様
性を許容することにつながっていく
だろう」と締めくくりました。

第１分科会 第2分科会 第3分科会

Topics

テーマ「食と農を大切に」
アドバイザー
　塩見直紀さん（半農半Ｘ研究所代表）
アドバイザー・進行
野口智子さん
（スローライフ･ジャパン副理事長）

テーマ「小さい力を活かす」
アドバイザー
　小田切徳美さん（明治大学教授）
アドバイザー・進行
斉藤睦さん
（地域総合研究所所長）

テーマ「多様に生きる」
アドバイザー
　筒井一伸さん（鳥取大学教授）
アドバイザー・進行
坪井ゆづるさん
（朝日新聞論説委員）
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す
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。
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ロ
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イ
フ
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踏
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ロ
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イ
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」
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デ
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。
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　表
題
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
故
筑
紫

哲
也
氏
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
過
剰

な
効
率
化
や
情
報
化
、
消
費
社
会
に
疑

義
を
呈
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
全
国
に

広
ま
っ
た
。
先
日
、
そ
の
中
核
と
も
な

る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
学
会
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
本
市
で
開
催
さ
れ
、
著
名
な
大
学
教

授
や
元
総
務
大
臣
、
京
都
府
知
事
ら
を

招
き
、
基
調
講
演
や
討
論
会
を
全
国
か

ら
訪
れ
た
同
学
会
員
や
多
く
の
市
民
が

聴
講
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
20
年

以
上
に
わ
た
っ
て
日
本
各
地
で
開
催
さ

れ
て
き
た
が
、
今
回
は
本
市
が
ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
の
〝
先
進
地
〞
と
し
て
選
ば
れ

た
。
水
源
の
里
事
業
の
先
進
的
な
取
り

組
み
や
、
地
域
資
源
を
生
か
し
「
半
農

半
Ｘ
」
な
ど
田
舎
暮
ら
し
を
求
め
る
移

住
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
き
た
本

市
の
施
策
が
評
価
さ
れ
た
と
い
う
。

　不
確
実
で
不
安
定
な
現
代
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
に
、
一
つ
の
生
業
に
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
複
数
の
仕
事
を
掛
け
持

ち
す
る
「
多
業
」
や
「
複
業
」
が
推
奨

さ
れ
た
り
も
し
て
い
る
。今
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
は
、
本
市
出
身
で
半
農
半
Ｘ
的

な
生
き
方
を
発
案
し
た
塩
見
直
紀
氏
も

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
か
れ
、
半
農

半
Ｘ
の
「
農
」
を
医
師
・
看
護
師
、
あ

る
い
は
保
育
士
な
ど
に
置
き
換
え
た
上

で
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
Ｘ
〞
を
探
求
す
る
と

い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
紹
介
さ
れ

た
。　そ

の
点
で
言
え
ば
、
先
月
92
歳
で
逝

去
さ
れ
た
由
良
源
太
郎
氏
は
あ
る
意
味

で
生
涯
、
多
業
を
ま
っ
と
う
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
。
本
業
の
産
婦
人
科
だ
け

で
も
大
変
で
あ
る
が
、
日
東
精
工
や
商

工
会
議
所
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ト
ッ
プ

な
ど
要
職
に
就
き
、
熱
い
愛
郷
の
想
い

を
寄
せ
ら
れ
た
名
誉
市
民
。
そ
の
趣
味

の
広
さ
は
多
種
多
芸
に
及
び
、
政
治
や

経
済
、
時
事
問
題
に
も
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
蘊
蓄
を
語
ら
れ
た
。

　人
生
百
年
時
代
を
生
き
抜
く
術
は
、

有
形
資
産
よ
り
も
無
形
資
産
に
あ
る
と

い
う
。
金
融
資
産
や
不
動
産
よ
り
も
趣

味
や
資
格
、
友
人
の
数
そ
し
て
何
よ
り

も
心
身
の
健
康
の
重
要
性
を
指
摘
す

る
。「
綾
部
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
聖
地
」

│
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
あ
る
ゲ
ス
ト
が
残

し
た
こ
の
言
葉
を
、
重
く
大
切
に
受
け

止
め
た
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

160

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

な
り
わ
い

全
て
の
人
が
持
つ
性
的
指
向
・
性
自
認

　多
様
な
性
の
在
り
方
は
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

（
ソ
ジ
）
と
表
現
さ
れ
ま
す
。Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

は
、
性
を
考
え
る
４
つ
の
要
素
＝
下
表

＝
の
う
ち
の
、Sexual O

rientation

（
好
き
に
な
る
性
（
性
的
指
向
））
と

G
ender Identity

（
心
の
性
（
性
自

認
））
の
頭
文
字
を
合
わ
せ
た
言
葉
で

す
。
こ
れ
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
は
じ
め
と

す
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
少
数
者
）

だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
に
関
わ
る
概

念
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
多
様
な
性

の
当
事
者
で
あ
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
へ

　私
た
ち
の
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
で
い
ら
れ
る
社
会
に
す
る
た

め
に
は
、
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、

尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　ま
た
、
本
人
の
承
諾
を
得
ず
に
、
そ

の
人
の
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
を
第
三
者
に
暴
露
す

る「
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
」は
、
た
と
え
悪
気

が
な
く
て
も
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

本
人
の
了
解
な
し
に
他
人
に
話
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
時
に
進
呈

　ク
オ
カ
ー
ド
の
配
布
対
象
に
な
る
の

は
、
本
年
３
月
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

請
は
３
月
２
日
）
以
降
に
初
め
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
、
カ
ー
ド
）

を
申
請
し
た
市
民
。
紛
失
な
ど
に
よ
る

再
交
付
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ク
オ

カ
ー
ド
は
、
カ
ー
ド
交
付
時
に
窓
口
や

郵
便
で
進
呈
。
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
中

　カ
ー
ド
の
申
請
は
▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
▽
パ
ソ
コ
ン
▽
郵
便
▽
証
明
用
写
真

機―

で
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
窓

口
で
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
市
内

の
郵
便
局
（
綾
部
郵
便
局
、
綾
部
本
町

郵
便
局
、
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）
で
も

カ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
市
職
員
が
、
市
内
の
企
業
や
団
体

な
ど
に
出
向
く
出
張
申
請
受
付
も
実
施

中
。
い
ず
れ
も
、
申
請
に
必
要
な
顔
写

真
は
、
そ
の
場
で
撮
影
す
る
の
で
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　今
後
は
、
市
窓
口
等
へ
来
る
こ
と
が

困
難
な
人
を
対
象
に
、
市
職
員
の
戸
別

訪
問
に
よ
る
申
請
受
付
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
・
国
保
課
☎

（
42
）４
２
４
５
へ
。

市
は
、
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
終
了
後
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
た
人
へ
、
ク
オ
カ
ー
ド
５
０
０
０
円
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
は
76
・
０
㌫
（
５
月
31
日
現
在
）。
ま
だ
取
得
し
て
い
な

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
記
事
Ｉ
Ｄ
３
１
９
７
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
で

ク
オ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

マイナンバーカードでできること
１本人確認書類になる
銀行口座の開設や携帯電話の契約などで使える

２コンビニで証明書を取得できる
市役所に来なくても住民票の写しなどが取れる

３健康保険証として使える
・「マイナポータル」で過去の診察記録や薬の情
報を確認できる

・本人の同意があれば、異なる医療機関でも情報
共有ができる

う
ん
ち
く

性
の
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
６
月
は
「
プ
ラ
イ
ド
月
間
」
と
呼
ば
れ
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
権
利
を
啓
発
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
世
界
各
地
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
市
は
４
月
１
日
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」

を
開
始
。
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
、
全
て
の
人
が
暮
ら

し
や
す
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

性を考える４つの要素

・体の性　出生時に割り当てられた性別

・表現する性　服装や言葉遣いなど、自分の性別をど
　　　　　　のように表現するかということ

・好きになる性（性的指向）「Sexual Orientation」
　恋愛感情や性的な関心の対象となる性別
　Ｌ…レズビアン（女性の同性愛者）

心の性が女性で、恋愛対象も女性

　Ｇ…ゲイ（男性の同性愛者）
心の性が男性で、恋愛対象も男性

　Ｂ…バイセクシュアル（両性愛者）
恋愛対象が男性にも女性にも向いている人

　Ｈ…ヘテロセクシュアル（異性愛者）
心の性が女性で恋愛対象が男性、または心の性
が男性で恋愛対象が女性

・心の性（性自認）「Gender Identity」
体の性に関わらず、自分が認識している
性別

　Ｔ…トランスジェンダー
体の性に違和感を持ち、別の性別で生きてい
る、または生きたいと望む人

　Ｃ…シスジェンダー
体の性と心の性が一致している人

アライ（ａｌｌｙ）になろう

性的マイノリティへの理解者・支援者「アラ
イ」であることを表明する缶バッジを、希望
者に配布します。詳しくは、あいセンター
☎(４２)２０３０へ

市図書館では、プライド月間に合わせ関連図書な
どを展示しています。赤・オレンジ・黄・緑・
青・紫の６色から成る虹色の旗は、性の多様性を
表すシンボルです

これらの性の組み合わせに決まりはなく、人の数だけ性の形があります。このほかにもさまざまな性の在り方があります。
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　表
題
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
故
筑
紫

哲
也
氏
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
過
剰

な
効
率
化
や
情
報
化
、
消
費
社
会
に
疑

義
を
呈
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
全
国
に

広
ま
っ
た
。
先
日
、
そ
の
中
核
と
も
な

る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
学
会
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
本
市
で
開
催
さ
れ
、
著
名
な
大
学
教

授
や
元
総
務
大
臣
、
京
都
府
知
事
ら
を

招
き
、
基
調
講
演
や
討
論
会
を
全
国
か

ら
訪
れ
た
同
学
会
員
や
多
く
の
市
民
が

聴
講
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
20
年

以
上
に
わ
た
っ
て
日
本
各
地
で
開
催
さ

れ
て
き
た
が
、
今
回
は
本
市
が
ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
の
〝
先
進
地
〞
と
し
て
選
ば
れ

た
。
水
源
の
里
事
業
の
先
進
的
な
取
り

組
み
や
、
地
域
資
源
を
生
か
し
「
半
農

半
Ｘ
」
な
ど
田
舎
暮
ら
し
を
求
め
る
移

住
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
き
た
本

市
の
施
策
が
評
価
さ
れ
た
と
い
う
。

　不
確
実
で
不
安
定
な
現
代
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
に
、
一
つ
の
生
業
に
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
複
数
の
仕
事
を
掛
け
持

ち
す
る
「
多
業
」
や
「
複
業
」
が
推
奨

さ
れ
た
り
も
し
て
い
る
。今
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
は
、
本
市
出
身
で
半
農
半
Ｘ
的

な
生
き
方
を
発
案
し
た
塩
見
直
紀
氏
も

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
か
れ
、
半
農

半
Ｘ
の
「
農
」
を
医
師
・
看
護
師
、
あ

る
い
は
保
育
士
な
ど
に
置
き
換
え
た
上

で
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
Ｘ
〞
を
探
求
す
る
と

い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
紹
介
さ
れ

た
。　そ

の
点
で
言
え
ば
、
先
月
92
歳
で
逝

去
さ
れ
た
由
良
源
太
郎
氏
は
あ
る
意
味

で
生
涯
、
多
業
を
ま
っ
と
う
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
。
本
業
の
産
婦
人
科
だ
け

で
も
大
変
で
あ
る
が
、
日
東
精
工
や
商

工
会
議
所
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ト
ッ
プ

な
ど
要
職
に
就
き
、
熱
い
愛
郷
の
想
い

を
寄
せ
ら
れ
た
名
誉
市
民
。
そ
の
趣
味

の
広
さ
は
多
種
多
芸
に
及
び
、
政
治
や

経
済
、
時
事
問
題
に
も
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
蘊
蓄
を
語
ら
れ
た
。

　人
生
百
年
時
代
を
生
き
抜
く
術
は
、

有
形
資
産
よ
り
も
無
形
資
産
に
あ
る
と

い
う
。
金
融
資
産
や
不
動
産
よ
り
も
趣

味
や
資
格
、
友
人
の
数
そ
し
て
何
よ
り

も
心
身
の
健
康
の
重
要
性
を
指
摘
す

る
。「
綾
部
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
聖
地
」

│
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
あ
る
ゲ
ス
ト
が
残

し
た
こ
の
言
葉
を
、
重
く
大
切
に
受
け

止
め
た
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

160

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

な
り
わ
い

全
て
の
人
が
持
つ
性
的
指
向
・
性
自
認

　多
様
な
性
の
在
り
方
は
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

（
ソ
ジ
）
と
表
現
さ
れ
ま
す
。Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ

は
、
性
を
考
え
る
４
つ
の
要
素
＝
下
表

＝
の
う
ち
の
、Sexual O

rientation

（
好
き
に
な
る
性
（
性
的
指
向
））
と

G
ender Identity

（
心
の
性
（
性
自

認
））
の
頭
文
字
を
合
わ
せ
た
言
葉
で

す
。
こ
れ
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
は
じ
め
と

す
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
少
数
者
）

だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
に
関
わ
る
概

念
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
多
様
な
性

の
当
事
者
で
あ
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
へ

　私
た
ち
の
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
で
い
ら
れ
る
社
会
に
す
る
た

め
に
は
、
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、

尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　ま
た
、
本
人
の
承
諾
を
得
ず
に
、
そ

の
人
の
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
を
第
三
者
に
暴
露
す

る「
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
」は
、
た
と
え
悪
気

が
な
く
て
も
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

本
人
の
了
解
な
し
に
他
人
に
話
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
時
に
進
呈

　ク
オ
カ
ー
ド
の
配
布
対
象
に
な
る
の

は
、
本
年
３
月
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

請
は
３
月
２
日
）
以
降
に
初
め
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
、
カ
ー
ド
）

を
申
請
し
た
市
民
。
紛
失
な
ど
に
よ
る

再
交
付
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ク
オ

カ
ー
ド
は
、
カ
ー
ド
交
付
時
に
窓
口
や

郵
便
で
進
呈
。
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
中

　カ
ー
ド
の
申
請
は
▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
▽
パ
ソ
コ
ン
▽
郵
便
▽
証
明
用
写
真

機―

で
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
窓

口
で
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
市
内

の
郵
便
局
（
綾
部
郵
便
局
、
綾
部
本
町

郵
便
局
、
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）
で
も

カ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
市
職
員
が
、
市
内
の
企
業
や
団
体

な
ど
に
出
向
く
出
張
申
請
受
付
も
実
施

中
。
い
ず
れ
も
、
申
請
に
必
要
な
顔
写

真
は
、
そ
の
場
で
撮
影
す
る
の
で
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　今
後
は
、
市
窓
口
等
へ
来
る
こ
と
が

困
難
な
人
を
対
象
に
、
市
職
員
の
戸
別

訪
問
に
よ
る
申
請
受
付
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
・
国
保
課
☎

（
42
）４
２
４
５
へ
。

市
は
、
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
終
了
後
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
た
人
へ
、
ク
オ
カ
ー
ド
５
０
０
０
円
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
は
76
・
０
㌫
（
５
月
31
日
現
在
）。
ま
だ
取
得
し
て
い
な

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
記
事
Ｉ
Ｄ
３
１
９
７
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
で

ク
オ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

マイナンバーカードでできること
１本人確認書類になる
銀行口座の開設や携帯電話の契約などで使える

２コンビニで証明書を取得できる
市役所に来なくても住民票の写しなどが取れる

３健康保険証として使える
・「マイナポータル」で過去の診察記録や薬の情
報を確認できる

・本人の同意があれば、異なる医療機関でも情報
共有ができる

う
ん
ち
く

性
の
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
６
月
は
「
プ
ラ
イ
ド
月
間
」
と
呼
ば
れ
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
権
利
を
啓
発
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
世
界
各
地
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
市
は
４
月
１
日
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」

を
開
始
。
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
、
全
て
の
人
が
暮
ら

し
や
す
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

性を考える４つの要素

・体の性　出生時に割り当てられた性別

・表現する性　服装や言葉遣いなど、自分の性別をど
　　　　　　のように表現するかということ

・好きになる性（性的指向）「Sexual Orientation」
　恋愛感情や性的な関心の対象となる性別
　Ｌ…レズビアン（女性の同性愛者）

心の性が女性で、恋愛対象も女性

　Ｇ…ゲイ（男性の同性愛者）
心の性が男性で、恋愛対象も男性

　Ｂ…バイセクシュアル（両性愛者）
恋愛対象が男性にも女性にも向いている人

　Ｈ…ヘテロセクシュアル（異性愛者）
心の性が女性で恋愛対象が男性、または心の性
が男性で恋愛対象が女性

・心の性（性自認）「Gender Identity」
体の性に関わらず、自分が認識している
性別

　Ｔ…トランスジェンダー
体の性に違和感を持ち、別の性別で生きてい
る、または生きたいと望む人

　Ｃ…シスジェンダー
体の性と心の性が一致している人

アライ（ａｌｌｙ）になろう

性的マイノリティへの理解者・支援者「アラ
イ」であることを表明する缶バッジを、希望
者に配布します。詳しくは、あいセンター
☎(４２)２０３０へ

市図書館では、プライド月間に合わせ関連図書な
どを展示しています。赤・オレンジ・黄・緑・
青・紫の６色から成る虹色の旗は、性の多様性を
表すシンボルです

これらの性の組み合わせに決まりはなく、人の数だけ性の形があります。このほかにもさまざまな性の在り方があります。
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　名誉市民、由良源太郎氏が５月12日、逝去
されました。ご冥福をお祈りします。
　同氏は京都大学を卒業後、同大学医学部付
属病院などの勤務を経て、昭和42年に本市に
戻り産婦人科医院を継承。半世紀以上にわた
り、地域の周産期医療に尽くされました。
　また、綾部商工会議所の会頭として市街地
の近代化の推進をはじめ、産業や文化・ス
ポーツの振興、青少年健全育成、公園整備な
ど、市の保健医療のみならず、多岐にわたり
本市の発展にご尽力いただきました。

　第71回四都市スポーツ大会春季大会（綾部市、宮津市、舞鶴
市、福知山市、四市スポーツ協会主催）が５月14日、上杉町の
市総合運動公園を主会場に開催。各市から役員、選手約1860
人が参加し、16種目で熱戦を繰り広げながら交流を深めまし
た。本市は、陸上競技女子、バスケットボール男子、卓球、グ
ラウンド・ゴルフで優勝。１月に行われた冬季大会でのスキー
競技の結果を含めた総合順位は３位でした。

　市消防団（白波瀬博
之団長）は６月４日、
上杉町の市総合運動公
園グラウンドで、団員
711人が集結し、団長
点検第50回記念市長
査閲式を初開催しまし
た。団員は、小隊訓練や中隊訓練、消防ポンプ操
法など、日ごろの訓練の成果を披露。山崎市長は
「きわめて優秀」と講評、白波瀬団長は「厳しい
訓練は将来へつなげるためであることを忘れない
で励んでほしい」と締めくくりました。

名誉市民、由良源太郎氏ご逝去団員711人が訓練の成果を披露

約1860人が参加し16種目で熱戦

４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催

　昨
年
の
ま
つ
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
一

部
縮
小
し
て
実
施
。
今
年
は
４
年
ぶ
り

に
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
形
態
に
戻
し
て
開

催
し
ま
す
。

　午
後
５
時
、
「
あ
や
べ
良
さ
来
い
」

（
会
場
：
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー

ナ
駐
車
場
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三

丁
目
）
）
で
開
幕
。
白
熱
の
演
技
が
披

露
さ
れ
ま
す
。
午
後
７
時
30
分
「
万
灯

流
し
」
が
由
良
川
の
川
面
で
色
鮮
や
か

に
揺
ら
め
き
、
午
後
８
時
に
は
約
４
０

０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
ま
つ

り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
す
。

　駐
車
場
は
、
第
２
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
由
良
川
花
庭
園
、
府
綾
部
総
合
庁
舎

な
ど
10
カ
所
約
１
４
０
０
台
を
確
保
。

駐
車
場
の
様
子
や
交
通
の
状
況
な
ど
は

Ｆ
Ｍ
い
か
る
の
生
放
送
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ま
つ
り
の
後
は
ま
ち
を
美
し
く

　水
無
月
ま
つ
り
の
前
後
に
開
催
さ
れ

る
主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

７
月
６
日（
木
）
〜
７
月
23
日
（
日
）
＝

あ
や
べ
水
無
月
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
Ｉ・Ｔ
ビ
ル
）

７
月
22
日
（
土
）
＝
水
無
月
献
血（
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

７
月
23
日（
日
）午
前
７
時
＝
ク
リ
ー
ン

水
無
月（
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
跡
地
集
合
）

７
月
28
日（
金
）＝
水
無
月
大
祭
（
熊
野

新
宮
神
社
）

　ク
リ
ー
ン
水
無
月
で
は
早
朝
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
美
化
作
業
を
行
い
ま

す
。
ま
つ
り
の
当
日
は
、
ご
み
は
ポ
イ

捨
て
せ
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

協
賛
金
・
献
灯
・
流
し
人
募
集
中

　同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
現
在
、
ふ

る
さ
と
花
火
へ
の
協
賛
金
を
募
っ
て
い

ま
す
。
１
口
１
０
０
０
円
。
あ
や
べ
特

産
館
や
あ
や
べ
温
泉
、
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
な

ど
市
内
７
カ
所
で
ま
つ
り
前
日
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

　ま
た
、献
灯
祈
願
札
の
申
し
込
み（
１

枚
１
０
０
円
）を
７
月
８
日
ま
で
、
万
灯

の
流
し
人
を
７
月
14
日
ま
で
募
集
中
。

　い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会

事
務
局
（
商
工
会
議
所
内
）
☎（
42
）０

７
０
１
ま
で
。

　府北部の夏の風物詩「あやべ水無月まつり」（同まつり実行委員会主催）が
７月22日、今年も由良川河畔と市街地一帯で開催されます。

写真提供：市観光協会

あやべ良さ来い

万灯流し

あやべ水無月まつり ７月22日（土）

写真をシェア！まちを盛りあげよう
　まつりの様子を撮影し、ＳＮＳに投稿
して綾部を盛りあげませんか。
　市観光協会では「＃やべぇあやべ」プロ
ジェクトで綾部をＰＲしています。皆さ

んもぜひ、
お使いの
ＳＮＳで
「＃やべぇ
あやべ」と
ハッシュ
タグをつ
けて投稿
してくだ
さい。
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本市の発展にご尽力いただきました。

　第71回四都市スポーツ大会春季大会（綾部市、宮津市、舞鶴
市、福知山市、四市スポーツ協会主催）が５月14日、上杉町の
市総合運動公園を主会場に開催。各市から役員、選手約1860
人が参加し、16種目で熱戦を繰り広げながら交流を深めまし
た。本市は、陸上競技女子、バスケットボール男子、卓球、グ
ラウンド・ゴルフで優勝。１月に行われた冬季大会でのスキー
競技の結果を含めた総合順位は３位でした。
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さい。



無
関
心
が
差
別
に
つ
な
が
る

　同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
に
次
の
よ

う
な
意
識
を
持
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。「
部
落
差
別
は
も
う
昔
の
こ
と

で
私
の
周
り
に
は
無
い
」「
私
に
は
関

係
の
無
い
こ
と
だ
」「
そ
っ
と
し
て
お

け
ば
自
然
に
無
く
な
る
」
な
ど
。
こ
の

よ
う
に
「
自
分
の
事
」
と
し
て
捉
え
ず

に
無
関
心
で
い
る
こ
と
が
、
差
別
の
存

在
を
許
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

今
も
根
強
く
残
る
差
別
意
識

　同
和
問
題
は
、
歴
史
的
過
程
で
作
ら

れ
た
身
分
制
度
に
よ
る
偏
見
や
差
別
で
、

わ
が
国
固
有
の
不
合
理
か
つ
極
め
て
重

大
な
人
権
問
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
差
別

の
解
消
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
も
な
お
、
結
婚
や
就
職
に
伴
っ
て
の

身
元
調
査
や
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

な
ど
、
同
和
地
区
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

差
別
解
消
に
向
け
人
権
感
覚
を
磨
こ
う

　人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
持
っ
て
い
る
、
人
間
ら
し
く
幸
せ
に

生
き
る
権
利
で
す
。
ま
ず
「
他
人
事
」

で
は
な
く
「
自
分
の
事
」
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
、
差
別
解
消
の
一
歩
に
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

差
別
を
見
逃
さ
な
い
気
付
き
と
、
許
さ

な
い
と
い
う
姿
勢
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　市
な
ど
が
開
催
す
る
講
演
会
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
た
り
、
地
域
や
職
場

な
ど
で
も
研
修
の
場
を
設
け
た
り
し

て
、
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑭
同
和
問
題（
部
落
差
別
）

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　家
庭
や
事
業
所
な
ど
の
エ
ア
コ
ン
の

負
荷
を
減
ら
し
て
節
電
し
な
が
ら
涼
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
。
こ
の
夏
、
皆
さ
ん
も
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
　

日
射
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
約
80
㌫
カ
ッ
ト
！

　グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
、
朝
顔
や

ゴ
ー
ヤ
ー
な
ど
の
つ
る
性
の
植
物
で
作

る
自
然
の
カ
ー
テ
ン
。
葉
か
ら
水
蒸
気

が
出
る
際
に
周
囲
の
温
度
を
下
げ
る
た

め
、
涼
し
い
風
を
室
内
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
窓
や
壁

を
覆
う
こ
と
で
、
夏
の
強
い
直
射
日
光

を
遮
り
、
冷
房
の
使
い
過
ぎ
や
建
物
の

蓄
熱
を
抑
え
ま
す
＝
左
図
。
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
遮
蔽
効
果
は
約
80
㌫
。
す
だ
れ

の
遮
蔽
率
が
50
〜
60
㌫
、
遮
蔽
ガ
ラ
ス

で
も
55
㌫
程
度
で
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
効
果
の
高
さ
が
分
か
り
ま
す
＝
環

境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
も
う
！

　グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
省
エ
ネ
と
Ｃ

Ｏ
２
削
減
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

花
や
緑
に
癒
さ
れ
た
り
、
ゴ
ー
ヤ
ー
な

ど
の
実
を
収
穫
し
て
食
べ
た
り
し
て
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　今
年
も
市
環
境
市
民
会
議
に
よ
る

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

＝
本
紙
お
知
ら
せ
版
参
照
。
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

右手５指を折り曲げ、指先を肩
に付ける
　（任を肩に負う意味の表現）

今
月
の
手
話

担
当
す
る

　現在放送されているNHK朝の連続テレビ小説の
モデルとなった主人公の書籍を展示します。

＜問い合わせ＞ 
　社会教育課　☎(42)4328

牧野富太郎の書籍
－綾部市出身の植物学者　　　　　　　　
　　　　　　永井かなの研究資料より－

〇日　　時　７月27日（木）～９月20日（水）
　　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　　（最終日は午後３時まで）
〇場　　所　資料館（里町久田21－20）
〇入 館 料　無料

〇日　　時　８月19日（土）
　　　　　　午前10時～午後４時
※詳細はホームページ（記事ID3363）をご覧ください

綾部市資料館ミニ企画展

ドライフラワーと押し花を使った
ワークショップ

環
境
コ
ラ
ム

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
涼
し
さ
の
ヒ
ミ
ツ

し
ゃ
へ
い

昨年度の同コンテスト最優秀作品

市役所

炊き立てのご飯を酢飯にするメンバー。
町内産のコメのおいしさがお弁当の一番の自慢とのこと

旬の食材を取り入れて作るちらし寿司

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
品
が
き
っ
か
け

　季
節
ご
と
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
「
山
家
城
址
公
園
」。
同
公
園
の
あ

る
広
瀬
町
は
、
か
つ
て
は
仮
装
行
列
や

村
祭
り
な
ど
で
活
気
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
同
町
も
例
外
で
は
な
く
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
同
町
の
高
齢
者
サ

ロ
ン
が
令
和
元
年
の
「
山
家
も
み
じ
ま

つ
り
」
に
炊
き
込
み
ご
飯
を
出
品
。
た

ち
ま
ち
完
売
し
、
お
い
し
い
と
評
判
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
特
産
品
の

生
産
や
販
売
で
地
域
を
活
性
化
し
よ
う

と
、
サ
ロ
ン
の
女
性
ら
が
一
念
発
起
。

「
水
源
の
里
・
ひ
ろ
せ
」
を
立
ち
上
げ
、

お
弁
当
の
販
売
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　現
在
で
は
町
内
産
食
材
を
多
く
使
用

し
た
お
弁
当
や
「
米
粉
の
ど
ら
焼
き
」

を
販
売
。代
表
の
出
野
美
佐
子
さ
ん
は
、

「
水
源
の
里
の
活
動
を
始
め
て
メ
ン

バ
ー
が
み
る
み
る
元
気
に
な
っ
た
。
お

弁
当
の
配
達
で
地
域
の
見
守
り
が
で
き

る
の
も
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。
商

品
は
毎
月
第
２
、
第
４
金
曜
日
、
山
家

ふ
れ
あ
い
の
駅
で
販
売
中
。
問
い
合
わ

せ
は
片
岡
さ
ん
☎
０
９
０（
７
８
７
５
）

０
７
７
５
ま
で
。

水
源
の
里
・

　
　
　ひ
ろ
せ

　私
た
ち
の
心
の
ふ
る

さ
と
、
あ
や
べ
水
源
の

里
。
そ
の
活
動
を
順
に

紹
介
し
な
が
ら
、
集
落

の
元
気
の
ヒ
ミ
ツ
や

日
々
を
楽
し
く
暮
ら
す

コ
ツ
を
探
り
ま
す
。

無
関
心
が
差
別
に
つ
な
が
る

　同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
に
次
の
よ

う
な
意
識
を
持
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。「
部
落
差
別
は
も
う
昔
の
こ
と

で
私
の
周
り
に
は
無
い
」「
私
に
は
関

係
の
無
い
こ
と
だ
」「
そ
っ
と
し
て
お

け
ば
自
然
に
無
く
な
る
」
な
ど
。
こ
の

よ
う
に
「
自
分
の
事
」
と
し
て
捉
え
ず

に
無
関
心
で
い
る
こ
と
が
、
差
別
の
存

在
を
許
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

今
も
根
強
く
残
る
差
別
意
識

　同
和
問
題
は
、
歴
史
的
過
程
で
作
ら

れ
た
身
分
制
度
に
よ
る
偏
見
や
差
別
で
、

わ
が
国
固
有
の
不
合
理
か
つ
極
め
て
重

大
な
人
権
問
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
差
別

の
解
消
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
も
な
お
、
結
婚
や
就
職
に
伴
っ
て
の

身
元
調
査
や
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

な
ど
、
同
和
地
区
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

差
別
解
消
に
向
け
人
権
感
覚
を
磨
こ
う

　人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
持
っ
て
い
る
、
人
間
ら
し
く
幸
せ
に

生
き
る
権
利
で
す
。
ま
ず
「
他
人
事
」

で
は
な
く
「
自
分
の
事
」
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
、
差
別
解
消
の
一
歩
に
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

差
別
を
見
逃
さ
な
い
気
付
き
と
、
許
さ

な
い
と
い
う
姿
勢
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　市
な
ど
が
開
催
す
る
講
演
会
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
た
り
、
地
域
や
職
場

な
ど
で
も
研
修
の
場
を
設
け
た
り
し

て
、
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑭
同
和
問
題（
部
落
差
別
）

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　家
庭
や
事
業
所
な
ど
の
エ
ア
コ
ン
の

負
荷
を
減
ら
し
て
節
電
し
な
が
ら
涼
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
。
こ
の
夏
、
皆
さ
ん
も
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
　

日
射
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
約
80
㌫
カ
ッ
ト
！

　グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
、
朝
顔
や

ゴ
ー
ヤ
ー
な
ど
の
つ
る
性
の
植
物
で
作

る
自
然
の
カ
ー
テ
ン
。
葉
か
ら
水
蒸
気

が
出
る
際
に
周
囲
の
温
度
を
下
げ
る
た

め
、
涼
し
い
風
を
室
内
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
窓
や
壁

を
覆
う
こ
と
で
、
夏
の
強
い
直
射
日
光

を
遮
り
、
冷
房
の
使
い
過
ぎ
や
建
物
の

蓄
熱
を
抑
え
ま
す
＝
左
図
。
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
遮
蔽
効
果
は
約
80
㌫
。
す
だ
れ

の
遮
蔽
率
が
50
〜
60
㌫
、
遮
蔽
ガ
ラ
ス

で
も
55
㌫
程
度
で
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
効
果
の
高
さ
が
分
か
り
ま
す
＝
環

境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
も
う
！

　グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
省
エ
ネ
と
Ｃ

Ｏ
２
削
減
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

花
や
緑
に
癒
さ
れ
た
り
、
ゴ
ー
ヤ
ー
な

ど
の
実
を
収
穫
し
て
食
べ
た
り
し
て
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　今
年
も
市
環
境
市
民
会
議
に
よ
る

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

＝
本
紙
お
知
ら
せ
版
参
照
。
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

右手５指を折り曲げ、指先を肩
に付ける
　（任を肩に負う意味の表現）

今
月
の
手
話

担
当
す
る

　現在放送されているNHK朝の連続テレビ小説の
モデルとなった主人公の書籍を展示します。

＜問い合わせ＞ 
　社会教育課　☎(42)4328

牧野富太郎の書籍
－綾部市出身の植物学者　　　　　　　　
　　　　　　永井かなの研究資料より－

〇日　　時　７月27日（木）～９月20日（水）
　　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　　（最終日は午後３時まで）
〇場　　所　資料館（里町久田21－20）
〇入 館 料　無料

〇日　　時　８月19日（土）
　　　　　　午前10時～午後４時
※詳細はホームページ（記事ID3363）をご覧ください

綾部市資料館ミニ企画展

ドライフラワーと押し花を使った
ワークショップ

環
境
コ
ラ
ム

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
涼
し
さ
の
ヒ
ミ
ツ

し
ゃ
へ
い

昨年度の同コンテスト最優秀作品

市役所

炊き立てのご飯を酢飯にするメンバー。
町内産のコメのおいしさがお弁当の一番の自慢とのこと

旬の食材を取り入れて作るちらし寿司

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
品
が
き
っ
か
け

　季
節
ご
と
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
「
山
家
城
址
公
園
」。
同
公
園
の
あ

る
広
瀬
町
は
、
か
つ
て
は
仮
装
行
列
や

村
祭
り
な
ど
で
活
気
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
同
町
も
例
外
で
は
な
く
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
同
町
の
高
齢
者
サ

ロ
ン
が
令
和
元
年
の
「
山
家
も
み
じ
ま

つ
り
」
に
炊
き
込
み
ご
飯
を
出
品
。
た

ち
ま
ち
完
売
し
、
お
い
し
い
と
評
判
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
特
産
品
の

生
産
や
販
売
で
地
域
を
活
性
化
し
よ
う

と
、
サ
ロ
ン
の
女
性
ら
が
一
念
発
起
。

「
水
源
の
里
・
ひ
ろ
せ
」
を
立
ち
上
げ
、

お
弁
当
の
販
売
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　現
在
で
は
町
内
産
食
材
を
多
く
使
用

し
た
お
弁
当
や
「
米
粉
の
ど
ら
焼
き
」

を
販
売
。代
表
の
出
野
美
佐
子
さ
ん
は
、

「
水
源
の
里
の
活
動
を
始
め
て
メ
ン

バ
ー
が
み
る
み
る
元
気
に
な
っ
た
。
お

弁
当
の
配
達
で
地
域
の
見
守
り
が
で
き

る
の
も
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。
商

品
は
毎
月
第
２
、
第
４
金
曜
日
、
山
家

ふ
れ
あ
い
の
駅
で
販
売
中
。
問
い
合
わ

せ
は
片
岡
さ
ん
☎
０
９
０（
７
８
７
５
）

０
７
７
５
ま
で
。

水
源
の
里
・

　
　
　ひ
ろ
せ

　私
た
ち
の
心
の
ふ
る

さ
と
、
あ
や
べ
水
源
の

里
。
そ
の
活
動
を
順
に

紹
介
し
な
が
ら
、
集
落

の
元
気
の
ヒ
ミ
ツ
や

日
々
を
楽
し
く
暮
ら
す

コ
ツ
を
探
り
ま
す
。



療
分
65
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
22
万
円
、
介
護
分
17
万
円
。

　保
険
料
は
医
療
分
と
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
の
合
計
額
。
40
〜
64

歳
の
人
（
２
号
被
保
険
者
）
は
、

こ
れ
に
介
護
分
を
加
え
た
額
で
す
。

　納
期
は
６
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
年
10
回
で
す
。
た
だ
し
、
特

別
徴
収
に
該
当
し
て
い
る
人
は
年

金
支
給
時
に
年
金
か
ら
保
険
料
を

天
引
き
し
ま
す
。
未
就
学
児
に
係

る
均
等
割
額
は
２
分
の
１
を
減
額

し
ま
す
。
ま
た
、
加
入
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
と
平
等

割
額
の
７
割
、
５
割
、
２
割
を
軽

減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

軽
減
は
、
所
得
の
申
告
が
な
い
と

適
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
６

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は
心

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

よ
う
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
家
族
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

同
じ
立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ

ろ
の
健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害

者
の
い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の

施
し
ま
す
。
市
が
発
行
す
る
身
分

証
明
書
を
携
行
し
た
専
門
の
調
査

業
者
が
、
各
戸
の
量
水
器
ま
で
の

敷
地
内
調
査
や
交
通
量
の
減
る
夜

間
に
道
路
下
調
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。
見
つ
か
っ
た
漏
水
箇
所
は
、

直
ち
に
修
理
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
３
月
下
旬
ま
で
。
内
容
／

路
面
・
戸
別
音
聴
調
査
。
範
囲
／

上
八
田
町
・
七
百
石
町
・
中
筋
町
・

岡
安
町
・
小
畑
町
・
石
原
町
・
小

貝
町
・
私
市
町
・
物
部
町
・
白
道

路
町
。

問
上
水
道
課

　☎（
42
）１
８
１
５

　F（
42
）１
８
１
７

本
年
度
国
保
料
の
料
率

　令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険

料
の
料
率
を
、
昨
年
度
と
同
率
に

決
定
し
ま
し
た
。

医
療
分
／
所
得
割
７
・
１
㌫
、均
等

割
（
１
人
当
た
り
）
２
０
４
０
０

円
、
平
等
割
（
世
帯
当
た
り
）
１
４

５
０
０
円
。
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
／
所
得
割
２
・
69
㌫
、
均
等
割

７
７
０
０
円
、
平
等
割
５
５
０
０

円
。
介
護
分
／
所
得
割
３・04
㌫
、

均
等
割
１
０
５
０
０
円
、
平
等
割

５
４
０
０
円
。
最
高
限
度
額
／
医

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
（
障
害
児
の
場
合

は
20
歳
未
満
））。
支
給
額
／
児
童

１
人
当
た
り
５
万
円
。
支
給
時
期

等
／
①
＝
支
給
済
み
。
令
和
５
年

５
月
30
日
に
支
給
し
ま
し
た
。
②

＝
令
和
５
年
３
月
１
日
以
後
令
和

６
年
２
月
29
日
ま
で
の
間
に
新
た

に
養
育
す
る
児
童
が
生
じ
、
支
給

対
象
者
と
同
じ
水
準
の
人
。
申
請

不
要
。
児
童
手
当
の
認
定
後
、
速

や
か
に
支
給
し
ま
す
。
①
、
②
以

外
の
人
で
▽
ひ
と
り
親
世
帯
は
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
な
い
人
▽
令
和
５
年
１
月

以
降
家
計
が
急
変
し
住
民
税
均
等

割
非
課
税
の
人
と
同
じ
水
準
に

な
っ
た
人
▽
高
校
生
等
の
み
を
養

育
し
て
い
る
人
▽
公
務
員
で
支
給

対
象
と
な
る
人―

等
は
申
請
が
必

要
。
審
査
の
上
、
支
給
し
ま
す
。

申
請
期
限
／
令
和
６
年
２
月
29
日

（
木
）ま
で
に
こ
ど
も
支
援
課
へ
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
５
２

上
水
道
の
漏
水
調
査

　市
は
、
上
水
道
管
か
ら
の
漏
水

を
見
つ
け
る
た
め
、
専
門
の
調
査

業
者
に
委
託
し
て
漏
水
調
査
を
実

悩
み
な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
７
月
18
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議

室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁

目
）。
主
催
／
綾
部
市
精
神
保
健
家

族
会
。対
象
／
綾
部
市
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　永
井
智
子

　☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

　障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

青
少
年
す
こ
や
か
フ
ォ
ー
ラ
ム

　市
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

は
、
青
少
年
す
こ
や
か
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
８
日（
土
）13
時
30
分

〜
15
時
。
場
所
／
中
央
公
民
館

（
里
町
）
演
題
／
「
宇
宙
キ
ッ
ズ

パ
パ
の
子
育
て
術
〜
家
庭
と
地
域

と
学
校
と
〜
」。
講
師
／
大
森
治

幸
さ
ん
、
陽
生
く
ん
親
子
。

問
同
協
議
会
事
務
局
（
社
会
教
育

課
）☎（
42
）４
３
２
６

駅
北
複
合
施
設
愛
称
募
集

　市
は
、
Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
北
側
に
今

秋
完
成
予
定
の
駅
北
複
合
施
設

に
撮
影
し
た
も
の
。
作
品
の
周
辺

に
、余
白
か
余
黒
を
設
け
る
こ
と
。

サ
イ
ズ
は
四
ツ
切
（
ワ
イ
ド
可
）

か
Ａ
４
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
出
力

可
、
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
自
由
。

単
写
真
に
限
る
（
合
成
写
真
不

可
）。
複
数
応
募
可
。
応
募
方
法

／
７
月
１
日（
土
）〜
９
月
30
日

（
土
）ま
で
に
、
同
協
議
会
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
へ
（
最
終
日

消
印
有
効
）。
作
品
の
受
付
通
知

が
必
要
な
人
は
、
返
信
用
は
が
き

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
料

／
１
点
１
０
０
０
円
。
２
点
目
以

降
１
点
増
え
る
ご
と
に
５
０
０
円

追
加
。
賞
／
グ
ラ
ン
プ
リ
＝
賞
金

20
万
円
（
１
人
）。
総
務
大
臣
賞
、

農
林
水
産
大
臣
賞
、
国
土
交
通
大

臣
賞
＝
賞
金
５
万
円
（
各
１
人
）。

特
選
＝
賞
金
１
万
円
（
10
人
）。

審
査
員
／
今
森
光
彦
さ
ん
、
大
久

保
勝
利
さ
ん
（
い
ず
れ
も
日
本
写

真
家
協
会
会
員
）。

問
同
協
議
会
事
務
局

　（定
住
・
地
域
政
策
課
）

　☎（
42
）４
２
７
１

第
２
回
普
通
救
命
講
習

　市
消
防
本
部
は
、
第
２
回
普
通

救
命
講
習
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

（
図
書
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
）
の
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
誰
で
も
。
募
集
期
間

／
７
月
10
日（
月
）ま
で
（
必
着
）。

募
集
内
容
／
応
募
は
１
人
に
つ
き

何
点
で
も
可
と
し
▽
簡
潔
明
瞭
で

覚
え
や
す
く
親
し
み
や
す
い
も
の

▽
施
設
の
機
能
、
特
徴
な
ど
を
踏

ま
え
た
も
の
▽
応
募
者
自
身
の
創

作
に
よ
る
未
発
表
の
も
の
で
、
第

三
者
の
著
作
権
、
商
標
権
な
ど
の

知
的
財
産
権
を
侵
害
し
な
い
も
の
。

　詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
記
事
Ｉ
Ｄ
３
３
０
１
）
を
確
認

す
る
か
企
画
政
策
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
１
５

水
源
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

は
、「
水
源
の
里
」
の
四
季
折
々

の
自
然
風
景
、
人
々
の
生
活
や
祭

事
、
そ
の
地
域
を
象
徴
す
る
風
物

な
ど
、
水
源
の
里
の
魅
力
が
表
現

さ
れ
た
写
真
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格
／
プ
ロ
・
ア
マ
、
年
齢
、

性
別
、
国
籍
を
問
い
ま
せ
ん
。
応

募
規
格
等
／
令
和
２
年
８
月
以
降

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

く
ら
し
の
資
金

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

を
対
象
に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資

金
を
無
利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
借

入
金
が
未
返
済
の
世
帯
に
は
、
今

回
新
た
に
貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

申
し
込
み
／
７
月
10
日（
月
）〜
24

日（
月
）に
社
会
福
祉
課
生
活
保
護

担
当
へ
。
貸
付
予
定
日
／
８
月
７

日（
月
）。
返
済
／
貸
付
日
か
ら
２

年
以
内
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
５
７

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
給
付
金

　市
は
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
た
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
／
①
＝
低
所
得
の
ひ
と

り
親
世
帯
（
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
等
）。
②
＝
そ
の
他
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
（
①
以
外
の
住
民
税

均
等
割
が
非
課
税
の
子
育
て
世

帯
）。
対
象
と
な
る
児
童
の
範
囲

は
①
と
同
じ
（
18
歳
に
達
す
る
日

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

日
時
／
７
月
15
日（
土
）19
時
〜
22

時
。
場
所
／
消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。
内
容
／

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
）、
止
血
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な
ど
。
申
し
込

み
／
事
前
に
消
防
本
部
へ
。

問
同
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

６
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
６
４
５
人
（
男
１

４
７
０
５
、
女
１
５
９
４
０
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
４
３
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

３
件
（
建
物
１
件
）
で
す
。

５
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
３
１
㌧
（
前
年
比
４
・

２
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
１
０
６
㌧
（
同
０
・

４
㌫
増
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

療
分
65
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
22
万
円
、
介
護
分
17
万
円
。

　保
険
料
は
医
療
分
と
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
の
合
計
額
。
40
〜
64

歳
の
人
（
２
号
被
保
険
者
）
は
、

こ
れ
に
介
護
分
を
加
え
た
額
で
す
。

　納
期
は
６
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
年
10
回
で
す
。
た
だ
し
、
特

別
徴
収
に
該
当
し
て
い
る
人
は
年

金
支
給
時
に
年
金
か
ら
保
険
料
を

天
引
き
し
ま
す
。
未
就
学
児
に
係

る
均
等
割
額
は
２
分
の
１
を
減
額

し
ま
す
。
ま
た
、
加
入
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
と
平
等

割
額
の
７
割
、
５
割
、
２
割
を
軽

減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

軽
減
は
、
所
得
の
申
告
が
な
い
と

適
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
６

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

　綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は
心

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

よ
う
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
家
族
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

同
じ
立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ

ろ
の
健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害

者
の
い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の

施
し
ま
す
。
市
が
発
行
す
る
身
分

証
明
書
を
携
行
し
た
専
門
の
調
査

業
者
が
、
各
戸
の
量
水
器
ま
で
の

敷
地
内
調
査
や
交
通
量
の
減
る
夜

間
に
道
路
下
調
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。
見
つ
か
っ
た
漏
水
箇
所
は
、

直
ち
に
修
理
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
３
月
下
旬
ま
で
。
内
容
／

路
面
・
戸
別
音
聴
調
査
。
範
囲
／

上
八
田
町
・
七
百
石
町
・
中
筋
町
・

岡
安
町
・
小
畑
町
・
石
原
町
・
小

貝
町
・
私
市
町
・
物
部
町
・
白
道

路
町
。

問
上
水
道
課

　☎（
42
）１
８
１
５

　F（
42
）１
８
１
７

本
年
度
国
保
料
の
料
率

　令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険

料
の
料
率
を
、
昨
年
度
と
同
率
に

決
定
し
ま
し
た
。

医
療
分
／
所
得
割
７
・
１
㌫
、均
等

割
（
１
人
当
た
り
）
２
０
４
０
０

円
、
平
等
割
（
世
帯
当
た
り
）
１
４

５
０
０
円
。
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
／
所
得
割
２
・
69
㌫
、
均
等
割

７
７
０
０
円
、
平
等
割
５
５
０
０

円
。
介
護
分
／
所
得
割
３・04
㌫
、

均
等
割
１
０
５
０
０
円
、
平
等
割

５
４
０
０
円
。
最
高
限
度
額
／
医

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
（
障
害
児
の
場
合

は
20
歳
未
満
））。
支
給
額
／
児
童

１
人
当
た
り
５
万
円
。
支
給
時
期

等
／
①
＝
支
給
済
み
。
令
和
５
年

５
月
30
日
に
支
給
し
ま
し
た
。
②

＝
令
和
５
年
３
月
１
日
以
後
令
和

６
年
２
月
29
日
ま
で
の
間
に
新
た

に
養
育
す
る
児
童
が
生
じ
、
支
給

対
象
者
と
同
じ
水
準
の
人
。
申
請

不
要
。
児
童
手
当
の
認
定
後
、
速

や
か
に
支
給
し
ま
す
。
①
、
②
以

外
の
人
で
▽
ひ
と
り
親
世
帯
は
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
な
い
人
▽
令
和
５
年
１
月

以
降
家
計
が
急
変
し
住
民
税
均
等

割
非
課
税
の
人
と
同
じ
水
準
に

な
っ
た
人
▽
高
校
生
等
の
み
を
養

育
し
て
い
る
人
▽
公
務
員
で
支
給

対
象
と
な
る
人―

等
は
申
請
が
必

要
。
審
査
の
上
、
支
給
し
ま
す
。

申
請
期
限
／
令
和
６
年
２
月
29
日

（
木
）ま
で
に
こ
ど
も
支
援
課
へ
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
５
２

上
水
道
の
漏
水
調
査

　市
は
、
上
水
道
管
か
ら
の
漏
水

を
見
つ
け
る
た
め
、
専
門
の
調
査

業
者
に
委
託
し
て
漏
水
調
査
を
実

悩
み
な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
７
月
18
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議

室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁

目
）。
主
催
／
綾
部
市
精
神
保
健
家

族
会
。対
象
／
綾
部
市
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　永
井
智
子

　☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

　障
害
者
支
援
課

　☎（
42
）４
３
１
８

青
少
年
す
こ
や
か
フ
ォ
ー
ラ
ム

　市
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

は
、
青
少
年
す
こ
や
か
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
８
日（
土
）13
時
30
分

〜
15
時
。
場
所
／
中
央
公
民
館

（
里
町
）
演
題
／
「
宇
宙
キ
ッ
ズ

パ
パ
の
子
育
て
術
〜
家
庭
と
地
域

と
学
校
と
〜
」。
講
師
／
大
森
治

幸
さ
ん
、
陽
生
く
ん
親
子
。

問
同
協
議
会
事
務
局
（
社
会
教
育

課
）☎（
42
）４
３
２
６

駅
北
複
合
施
設
愛
称
募
集

　市
は
、
Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
北
側
に
今

秋
完
成
予
定
の
駅
北
複
合
施
設

に
撮
影
し
た
も
の
。
作
品
の
周
辺

に
、余
白
か
余
黒
を
設
け
る
こ
と
。

サ
イ
ズ
は
四
ツ
切
（
ワ
イ
ド
可
）

か
Ａ
４
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
出
力

可
、
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
自
由
。

単
写
真
に
限
る
（
合
成
写
真
不

可
）。
複
数
応
募
可
。
応
募
方
法

／
７
月
１
日（
土
）〜
９
月
30
日

（
土
）ま
で
に
、
同
協
議
会
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
へ
（
最
終
日

消
印
有
効
）。
作
品
の
受
付
通
知

が
必
要
な
人
は
、
返
信
用
は
が
き

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
料

／
１
点
１
０
０
０
円
。
２
点
目
以

降
１
点
増
え
る
ご
と
に
５
０
０
円

追
加
。
賞
／
グ
ラ
ン
プ
リ
＝
賞
金

20
万
円
（
１
人
）。
総
務
大
臣
賞
、

農
林
水
産
大
臣
賞
、
国
土
交
通
大

臣
賞
＝
賞
金
５
万
円
（
各
１
人
）。

特
選
＝
賞
金
１
万
円
（
10
人
）。

審
査
員
／
今
森
光
彦
さ
ん
、
大
久

保
勝
利
さ
ん
（
い
ず
れ
も
日
本
写

真
家
協
会
会
員
）。

問
同
協
議
会
事
務
局

　（定
住
・
地
域
政
策
課
）

　☎（
42
）４
２
７
１

第
２
回
普
通
救
命
講
習

　市
消
防
本
部
は
、
第
２
回
普
通

救
命
講
習
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

（
図
書
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
）
の
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
誰
で
も
。
募
集
期
間

／
７
月
10
日（
月
）ま
で
（
必
着
）。

募
集
内
容
／
応
募
は
１
人
に
つ
き

何
点
で
も
可
と
し
▽
簡
潔
明
瞭
で

覚
え
や
す
く
親
し
み
や
す
い
も
の

▽
施
設
の
機
能
、
特
徴
な
ど
を
踏

ま
え
た
も
の
▽
応
募
者
自
身
の
創

作
に
よ
る
未
発
表
の
も
の
で
、
第

三
者
の
著
作
権
、
商
標
権
な
ど
の

知
的
財
産
権
を
侵
害
し
な
い
も
の
。

　詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
記
事
Ｉ
Ｄ
３
３
０
１
）
を
確
認

す
る
か
企
画
政
策
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
１
５

水
源
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

は
、「
水
源
の
里
」
の
四
季
折
々

の
自
然
風
景
、
人
々
の
生
活
や
祭

事
、
そ
の
地
域
を
象
徴
す
る
風
物

な
ど
、
水
源
の
里
の
魅
力
が
表
現

さ
れ
た
写
真
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格
／
プ
ロ
・
ア
マ
、
年
齢
、

性
別
、
国
籍
を
問
い
ま
せ
ん
。
応

募
規
格
等
／
令
和
２
年
８
月
以
降

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

く
ら
し
の
資
金

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

を
対
象
に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資

金
を
無
利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
借

入
金
が
未
返
済
の
世
帯
に
は
、
今

回
新
た
に
貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

申
し
込
み
／
７
月
10
日（
月
）〜
24

日（
月
）に
社
会
福
祉
課
生
活
保
護

担
当
へ
。
貸
付
予
定
日
／
８
月
７

日（
月
）。
返
済
／
貸
付
日
か
ら
２

年
以
内
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
５
７

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
給
付
金

　市
は
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
た
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
／
①
＝
低
所
得
の
ひ
と

り
親
世
帯
（
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
等
）。
②
＝
そ
の
他
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
（
①
以
外
の
住
民
税

均
等
割
が
非
課
税
の
子
育
て
世

帯
）。
対
象
と
な
る
児
童
の
範
囲

は
①
と
同
じ
（
18
歳
に
達
す
る
日

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス
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日
時
／
７
月
15
日（
土
）19
時
〜
22

時
。
場
所
／
消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。
内
容
／

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
）、
止
血
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な
ど
。
申
し
込

み
／
事
前
に
消
防
本
部
へ
。

問
同
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

６
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
６
４
５
人
（
男
１

４
７
０
５
、
女
１
５
９
４
０
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
４
３
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

３
件
（
建
物
１
件
）
で
す
。

５
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
３
１
㌧
（
前
年
比
４
・

２
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
１
０
６
㌧
（
同
０
・

４
㌫
増
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



墓石・庭石・神社関係・住宅関係・墓地管理
石のことなら何でもご相談下さい

623-0362  京都府綾部市物部町濁渕36
代表　岩﨑  拓也

TEL：0773－21－9013　FAX：0773－21－9035
E-mail：ayabesekizai@gmail.com　H.P：ayabesekizai.com

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

■日 

７
月
11
日（
火
）■時 
14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

共
感
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

■日 

７
月
16
日（
日
） 

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

テ
ー
マ
は
「『
ど
う
せ
自
分
が
悪

い
』
と
言
わ
ず
、
自
分
に
共
感
し

て
み
よ
う
」。
参
加
費
２
０
０
０
円

■申
■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０
F（
47
）０
０
８
４

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

７
月
19
日（
水
）■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

７
月
24
日（
月
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■申
■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

由
良
川
ア
ユ
網
漁
解
禁（
専
用
区
除
く
）

■日 

７
月
１
日（
土
）■時 

６
時
〜

■場 

由
良
川

■問 

由
良
川
漁
業
協
同
組
合

　☎（
22
）２
８
４
４

喫
茶
シ
ボ
ラ

■日 
７
月
５
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
F（
40
）１
３
８
９

き
ゅ
う
り
封
じ
薬
師
大
祭

■日 

７
月
16
日（
日
）■時 

９
時
〜
15
時

■場 

宝
住
寺
（
味
方
町
）

■問 

宝
住
寺
☎（
42
）１
１
３
９

第
37
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

踊
り
と
ダ
ン
ス
の
祭
典

■日 

７
月
16
日（
日
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

農
大
マ
ル
シ
ェ

■日 

７
月
22
日（
土
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

府
立
農
業
大
学
校
（
位
田
町
）

■問 

同
校
☎（
48
）０
３
２
１

綾
部
天
満
宮
天
神
ま
つ
り

■日 

７
月
24
日（
月
）■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
天
満
宮
（
天
神
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

７
月
26
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

髙
倉
神
社
土
用
の
丑
ま
つ
り

■日 
７
月
30
日（
日
）

■時 
０
時
〜
宵
宮
祭
、
８
時
〜
本
殿
祭

■場 
髙
倉
神
社
（
高
倉
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

育
児
相
談

■日 

７
月
４
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
） 

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
児
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

耳
の
こ
と
相
談
（
巡
回
型
）

■日 

７
月
４
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

農
村
婦
人
の
家
（
岡
安
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

７
月
５
、19
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

５
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セン
タ
ー
、

　19
日
＝
市
役
所
会
計
課
横
会
議
室

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

７
月
５
、
19
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
、
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

■日 

７
月
７
日（
金
）■時 

10
時
〜
16
時

■場 
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※
10
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

人
権
相
談

■日 

７
月
10
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
西
庁
舎
、
物
部
会
館
（
物

部
町
）、
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日 

７
月
11
、25
日（
火
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

11
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、25
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

交
通
事
故
相
談

■日 

７
月
13
、
27
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日 

７
月
13
日（
木
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

定
員
３
人

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
７
８

空
き
家
相
談
会

■日 

７
月
13
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
７
月
６
日（
木
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

７
月
18
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

７
月
19
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

７
月
19
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

行
政
相
談

■日 

７
月
20
日（
木
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日 

７
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
会
計
課
横
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日 

７
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
７
月
13
日（
木
）８
時

　30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

７
月
26
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

８
月
１
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
７
月
25
日（
火
）〜

　28
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

７
月
２
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎
・
西
庁
舎

■日 

７
月
６
、
13
、
20
、
27
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、

　
　（42
）４
２
４
６
、

　
　（42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必

要
）

■問 

会
計
課

　☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

５
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

57
件
　
　
　１
１
４
０
万
２
千
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
7
〜
8
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

7月28日㈮
①13：00  ②17：30

福田こうへい
コンサートツアー2023

胸を打つ渾身の絶唱圧巻ステージ

前売り《全席指定》 6,000円

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

墓石・庭石・神社関係・住宅関係・墓地管理
石のことなら何でもご相談下さい

623-0362  京都府綾部市物部町濁渕36
代表　岩﨑  拓也

TEL：0773－21－9013　FAX：0773－21－9035
E-mail：ayabesekizai@gmail.com　H.P：ayabesekizai.com

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

■日 

７
月
11
日（
火
）■時 
14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

共
感
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

■日 

７
月
16
日（
日
） 

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

テ
ー
マ
は
「『
ど
う
せ
自
分
が
悪

い
』
と
言
わ
ず
、
自
分
に
共
感
し

て
み
よ
う
」。
参
加
費
２
０
０
０
円

■申
■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０
F（
47
）０
０
８
４

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

７
月
19
日（
水
）■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

７
月
24
日（
月
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円

■申
■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

由
良
川
ア
ユ
網
漁
解
禁（
専
用
区
除
く
）

■日 

７
月
１
日（
土
）■時 

６
時
〜

■場 

由
良
川

■問 

由
良
川
漁
業
協
同
組
合

　☎（
22
）２
８
４
４

喫
茶
シ
ボ
ラ

■日 
７
月
５
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
F（
40
）１
３
８
９

き
ゅ
う
り
封
じ
薬
師
大
祭

■日 

７
月
16
日（
日
）■時 

９
時
〜
15
時

■場 

宝
住
寺
（
味
方
町
）

■問 

宝
住
寺
☎（
42
）１
１
３
９

第
37
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

踊
り
と
ダ
ン
ス
の
祭
典

■日 

７
月
16
日（
日
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

農
大
マ
ル
シ
ェ

■日 

７
月
22
日（
土
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

府
立
農
業
大
学
校
（
位
田
町
）

■問 

同
校
☎（
48
）０
３
２
１

綾
部
天
満
宮
天
神
ま
つ
り

■日 

７
月
24
日（
月
）■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
天
満
宮
（
天
神
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

７
月
26
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

髙
倉
神
社
土
用
の
丑
ま
つ
り

■日 
７
月
30
日（
日
）

■時 
０
時
〜
宵
宮
祭
、
８
時
〜
本
殿
祭

■場 
髙
倉
神
社
（
高
倉
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

育
児
相
談

■日 

７
月
４
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
） 

※

生
後
４
カ
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
児
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

耳
の
こ
と
相
談
（
巡
回
型
）

■日 

７
月
４
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

農
村
婦
人
の
家
（
岡
安
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

７
月
５
、19
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

５
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セン
タ
ー
、

　19
日
＝
市
役
所
会
計
課
横
会
議
室

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

７
月
５
、
19
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
、
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

■日 

７
月
７
日（
金
）■時 

10
時
〜
16
時

■場 
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※
10
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

人
権
相
談

■日 

７
月
10
日（
月
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
西
庁
舎
、
物
部
会
館
（
物

部
町
）、
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日 

７
月
11
、25
日（
火
）■時 

９
時
〜
17
時

■場 

11
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、25
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
１
５

交
通
事
故
相
談

■日 

７
月
13
、
27
日（
木
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日 

７
月
13
日（
木
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

定
員
３
人

■申
■問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎
０
７
７
３（
22
）３
８
７
８

空
き
家
相
談
会

■日 

７
月
13
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
７
月
６
日（
木
）ま
で

■申
■問 

定
住
・
地
域
政
策
課

　☎（
42
）４
２
７
０

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

７
月
18
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

７
月
19
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

７
月
19
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

行
政
相
談

■日 

７
月
20
日（
木
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日 

７
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
会
計
課
横
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日 

７
月
20
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
７
月
13
日（
木
）８
時

　30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

７
月
26
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

８
月
１
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
７
月
25
日（
火
）〜

　28
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

７
月
２
日（
日
）■時 

９
時
〜
18
時

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎
・
西
庁
舎

■日 

７
月
６
、
13
、
20
、
27
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の 

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、

　
　（42
）４
２
４
６
、

　
　（42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必

要
）

■問 

会
計
課

　☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

５
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

57
件
　
　
　１
１
４
０
万
２
千
円
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旬の話題を幅広くお届けします。

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る

綾
部
地
区
更
生
保
護
女
性
会

　今
回
の
情
報
す
く
ら
ん
ぶ
る
は
、
結
成
60
周
年

を
迎
え
た
、
綾
部
地
区
更
生
保
護
女
性
会
（
吉
田

恭
代
会
長
）
を
紹
介
し
ま
す
。

明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
活
動

　更
生
保
護
と
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し

た
人
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
こ
と
で
再

犯
を
防
ぎ
、
地
域
の
安
全
を
守
る
仕
組

み
で
す
。
同
会
は
昭
和
38
年
、
府
内
で

２
番
目
に
発
足
。
半
世
紀
以
上
に
わ
た

り
、
女
性
の
立
場
か
ら
更
生
保
護
の
活

動
や
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
会
員
は
現
在
、
市

内
在
住
の
１
０
８
人
。
保
護
司
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と
協
働
し
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指

し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
支
援

　同
会
の
活
動
内
容
は
▽
青
少
年
の
育

成
や
犯
罪
の
抑
制
な
ど
に
関
す
る
研
修

会
へ
の
参
加
▽
受
刑
者
に
対
す
る
図
書

購
入
費
用
の
寄
付
▽
更
生
保
護
施
設
で

の
手
芸
や
折
り
紙
に
よ
る
交
流―

な

ど
。
ま
た
、
市
内
の
子
ど
も
食
堂
の
取

り
組
み
に
協
力
し
、
子
ど
も
た
ち
の
話

し
相
手
に
な
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

市
内
の
各
施
設
を
訪
問
す
る
「
移
動
理

事
会
」＝
写
真
＝
や
同
会
を
地
域
別
の

14
地
区
に
分
け
、
地
域
の
課
題
等
を
話

し
合
う
「
ミ
ニ
集
会
」
を
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4月13日、西町一丁目のＩ・Ｔビルで結成60周年記
念式典を開催

　「ありがとう」「また来てね」の言
葉が支えになっています。会員を随
時募集しています。少しでも関心の

ある人は、一度お問
い合わせください。

同会会長

吉田恭代さん

一緒に活動しませんか

社会福祉法人綾部福祉会「ともの
家」で行われた理事会連絡先　

☎（４４）１６３８

やす よ


